
























は 0.5 ，1kHz では軟骨伝導で関値が有意に低値で、 2kHz では両者に明らかな差を認めず、 4kHz では骨
導闘値が有意に低値であった。
【考察】
軟組織が耳小骨に接続している患耳では中・低周波数の音は骨導関値よりも軟骨伝導で効率的に伝わ
っていた。このことは中・低周波数では軟骨からの振動が軟組織を経由して耳小骨へと伝わり、内耳に到達
する経路が存在していることを意味する。軟骨伝導補聴器のために開発されたトランスデ、ューサーは骨導よ
りも軽量で小型であり、固定に必要な力は骨導よりも小さく装用感に優れている。この優れた装用感と今回
の結果より、外耳道の軟組織と耳小骨の接続のある外耳道閉鎖症では、軟骨伝導補聴器は骨導補聴器に
優る補聴手段として期待できる。
